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地方交付税
102億6823万円
32.0%

市税
76億8783万円
23.9％

民生費
90億1385万円
30.5%

衛生費
52億7932万円
17.8%

教育費
40億1342万円
13.6%

総務費
35億3194万円
11.9%

公債費
29億9540万円
10.1%

土木費
20億6846万円
7.0%

消防費
12億356万円
4.1%

農林水産業費
7億5921万円
2.6%

その他
7億2124万円
2.4%

国庫支出金
31億5547万円
9.8%

県支出金
16億706万円
5.0％

市債
30億2400万円
9.4%

地方消費税交付金
12億273万円
3.8%

諸収入
10億380万円
3.1%

繰越金
17億1601万円
5.4%

その他
24億4290万円
7.6%

歳出

歳入

歳出　295億8640万円

歳入　321億803万円一般会計

各会計別の決算

　令和元年度一般会計決算は、歳入321億803万円、歳出295億8640万円で歳入歳出
差引額25億2163万円から、翌年度に繰り越すべき財源6億7682万円を控除した実質
収支額は18億4481万円となりました。

歳入 歳出
一　般　会　計 321億 803万円 295億8640万円

特
別
会
計

病院事業債管理 43億1167万円 43億1167万円

国民健康保険事業
(事業勘定) 83億7046万円 79億6825万円
(施設勘定) 8383万円 7697万円

後期高齢者医療 6億2912万円 6億1827万円
介護保険事業 52億6596万円 51億1040万円
下水道事業 5億6381万円 5億2738万円
農業集落排水事業 7689万円 7386万円

収入 支出
企業
会計 水　道　事　業

収益的収支 16億1768万円 14億 230万円
資本的収支 4986万円 9391万円

自治体の規模や財政
力に応じて国から交
付されたお金です。

子育て支援や
福祉に使った
お金です。

借金の返済に使った
お金です。

特定の事業に対して、
国から交付されるお
金です。

一
般
会
計
歳
出

２
９
５
億
８
６
４
０
万
円
を
認
定

令
和
元
年
度
決
算

前
年
度
比
２
・
０
％
増
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財政調整基金の推移
いざというときに備えて

市が借りているお金は
市債と実質負担額の推移

財政調整基金とは
　財源に余裕がある年に積み立て、不足する年に取り崩す
ことで財源を調整し、計画的な財政運営を行うための貯金。
　合併による地方交付税の特例、行財政改革による経費の
削減、人件費の縮減などにより年々増加しています。

　平成28年度から本格的に開始したふるさと応援寄附金
は、ポータルサイトの追加や返礼品の充実に努めた結果、
年々増加しています。

　市ではお金を借りようとする際「実質公債費比率」や「将来
負担比率」が高くならないよう、地方交付税算入（国が借金
返済額の一定額を交付税で配慮する）のある有利な地方債
を選んで借りています。
　そのため、令和元年度で市債現在高は284億831万円で
すが、地方交付税算入見込額244億170万円を除いた、市
の実質負担額は40億661万円となりました。

木村代表監査委員より「令和元年度各種会計における
決算諸表等は、いずれも法令に準拠して作成されてお
り、予算の執行については、所期の目的に沿って適正
になされたものと認める。また、実質公債費比率は前
年度から0.3ポイントの改善が図られていることや、
ほかの比率も良好な状態にある」とする決算審査報告
がありました。

監査委員がチェック

予算執行は適正

台風15号、19号による
災害廃棄物を処理
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平成27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度

278億 277億 273億 282億 284億

40億 37億 33億 33億 40億

市債現在高

市の実質負担額

平成27年度 28年度 29年度 30年度

73億
5999万

86億
7772万

94億
8929万

95億
1754万

95億
7948万

令和元年度

　昨年の台風15号及び19号の被害により大量の災害廃
棄物が発生したため、仮置場の設置・管理及び災害廃棄
物の受入・処理等を行いました。

【災害廃棄物処理関係経費】
8361万3468円

災害ごみ仮置場に積まれた木材

平成28年度 29年度 30年度 令和元年度

1848万

3232万

4847万
5675万

ふるさと応援寄附金の推移
ふるさと納税　右肩上がり
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ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
缶
バ
ッ
ジ
な
ど

の
啓
発
用
グ
ッ
ズ
を
製
作
。

問
定
住
促
進
奨
励
金
交
付
事
業
に

つ
い
て
、
昨
年
度
の
実
績
は
。

（
木
内
欽
市
議
員
）

答
昨
年
度
は
41
件
で
、
銚
子
・
匝

瑳
・
香
取
の
東
総
地
域
か
ら
19

件
、
そ
の
他
の
県
内
か
ら
12
件
、
県

外
か
ら
10
件
。

問
実
質
収
支
額
が
18
億
４
４
８
０

万
円
と
非
常
に
大
き
な
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
市
民
か
ら

の
要
望
を
先
送
り
に
し
て
い
る
か
ら

で
は
な
い
の
か
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
実
質
収
支
額
は
１
年
間
の
財
政

運
営
の
結
果
で
あ
り
、
様
々
な

要
因
が
あ
る
た
め
、
市
民
か
ら
の
要

望
の
先
送
り
で
は
な
い
。

問
旭
市
観
光
物
産
協
会
補
助
金
に

つ
い
て
、
旭
の
商
店
が
こ
の
物

産
協
会
に
入
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
ま
だ
発
足
し
て
間
も
な
い
協
会

だ
が
、昨
年
「
ま
っ
ぷ
る
旭
市
」

決
算

（
議
案
第
１
号
）

▼
一
般
会
計

問
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
作
成

業
務
委
託
料
３
９
７
万
円
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

（

桐
文
夫
議
員
）

答
あ
さ
ピ
ー
の
着
ぐ
る
み
が
約
１

０
６
万
円
、
ぬ
い
ぐ
る
み
が
６

０
０
個
で
約
１
７
８
万
円
、
そ
の
他

　
主
な
議
案
に
関
す
る
質
疑

第
３
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
１
日
か
ら
24
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
令
和
元
年
度
各
会
計
決
算
や
令
和
２
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
、
工
事
請
負
契

約
の
変
更
な
ど
17
議
案
が
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
日
・
９
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
10
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
終
日
の
24
日
に
は
、
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
発
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年　
第
３
回
定
例
会　
議
案
審
議

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
８
億
４
１
０
２
万
円

福
祉
介
護
分
野
、
医
療
機
関
へ
支
援
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８
千
円
。
今
年
度
中
の
整
備
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導

入
し
、
既
存
の
学
習
支
援
ソ
フ
ト
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
学

習
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
「
確
認
テ

ス
ト
」
を
実
施
し
た
り
、
そ
の
結
果

か
ら
一
人
一
人
の
理
解
に
応
じ
て
問

題
を
出
題
す
る
こ
と
が
で
き
、
個
に

応
じ
た
学
習
支
援
が
行
い
や
す
く
な

る
。問

今
後
ま
た
コ
ロ
ナ
で
学
校
が
閉

鎖
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な

使
い
方
を
想
定
し
て
い
る
か
。

（
島
田
和
雄
議
員
）

答
現
状
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
が
整
っ
て
い
な
い
家
庭
も

あ
る
た
め
、
オ
フ
ラ
イ
ン
で
使
用
で

き
る
学
習
支
援
ソ
フ
ト
を
使
い
な
が

ら
、
家
庭
学
習
で
活
用
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

問
あ
さ
ひ
健
康
応
援
ポ
イ
ン
ト
事

業
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
を
含
め
た
も
の
に
拡
充
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
内
容

を
伺
う
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
今
回
は
手
洗
い
な
ど
の
感
染
症

対
策
を
行
っ
た
場
合
に
も
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
す
る
よ
う
に
し
た
。
ま

た
、
参
加
応
募
の
機
運
が
盛
り
上
が

る
よ
う
に
、
景
品
を
拡
充
す
る
。

問
慰
霊
碑
建
設
工
事
４
３
２
万
円

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容
と

設
置
場
所
を
伺
う
。（

髙
橋
利
彦
議
員
）

答
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
旭

市
で
犠
牲
と
な
っ
た
方
の
慰
霊

と
、
震
災
の
記
憶
を
後
世
に
継
承
す

る
た
め
、
慰
霊
碑
を
建
立
す
る
。
場

所
は
、
い
い
お
か
ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
内
で
、
解
体
予
定
の
飯

岡
歴
史
民
俗
資
料
館
の
跡
地
。

条
例
の
一
部
改
正

（
議
案
第
11
号
）

▼
使
用
料
及
び
手
数
料
に
関
す
る
条

例問
今
回
の
使
用
料
の
値
上
げ
に
、

海
上
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
が
含

ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
施
設
は
高
齢

者
の
体
力
維
持
、
病
気
予
防
に
大
き

な
効
果
が
あ
り
、
社
会
保
障
費
の
抑

制
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
こ

れ
ら
を
し
っ
か
り
検
証
し
た
の
か
。

（
林
晴
道
議
員
）

答
こ
う
し
た
施
設
は
維
持
補
修
に

か
な
り
の
経
費
が
か
か
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
長
く
市
民
の
方
に
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

料
金
の
改
定
を
し
た
。

問
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
経
済
状

況
が
悪
い
中
、
な
ぜ
こ
の
時
期

に
改
正
す
る
の
か
。（

髙
橋
利
彦
議
員
）

答
行
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
お
い
て
、
原
則
５
年
ご
と
に

見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

昨
年
は
台
風
の
影
響
で
先
送
り
に
し

た
こ
と
も
あ
り
、
庁
内
で
十
分
検
討

し
た
結
果
、
実
施
を
判
断
し
た
。

補
正
予
算

（
議
案
第
９
号
）

▼
一
般
会
計

問
全
小
・
中
学
生
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
整
備
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
台
数
、
単
価
、
時
期
を
伺
う
。

ま
た
、
こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に

よ
り
授
業
が
ど
う
変
わ
る
の
か
。

（
島
田
和
雄
議
員
）

答
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
台
数
は
４
７
０

０
台
で
、
１
台
当
た
り
約
７
万

海上健康増進センター内の温水プール

と
い
う
も
の
を
作
り
、
会
員
の
お
店

を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
県
内
外
の
観
光
Ｐ
Ｒ

に
も
使
う
の
で
、
販
売
促
進
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

新型コロナウイルス関連補正予算　主な内容

項　目 補正額 内　容

新生児特別定額給付金 4000万円
令和２年４月28日から令和３
年４月１日までに生まれた子
の母親に10万円を給付

家族介護支援給付金 672万円 在宅で要介護４以上の方を介
護する人に２万４千円を給付

医療機関支援金 1540万円 市内の医療機関１施設当たり
20万円を支給

介護事業所支援金 2200万円 市内の介護サービス事業所１
事業所あたり20万円を支給

福祉事業所支援金 1200万円
市内の障害者福祉サービス事
業所１事業所あたり20万円を
支給

健康応援ポイント事業 244万円 既存事業の景品を拡充

教育の情報化推進事業 4億5120万円
児童生徒全員にタブレット端
末を整備、学校のＷｉ-Ｆｉ環
境を整備
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工
事
請
負
契
約
の
変
更

（
議
案
第
13
号
）

▼
新
庁
舎
建
設
建
築
工
事

問
新
庁
舎
の
完
成
時
期
が
12
月
28

日
か
ら
来
年
３
月
16
日
に
延
び

た
と
の
こ
と
だ
が
、
コ
ロ
ナ
の
関
係

で
工
事
を
休
止
し
た
期
間
は
４
月
25

日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
の
12
日
間
で

あ
る
。
そ
れ
が
な
ぜ
２
か
月
半
も
工

期
が
延
び
た
の
か
。（

髙
橋
利
彦
議
員
）

答
休
止
以
前
か
ら
現
在
も
３
密
を

回
避
す
る
対
策
を
取
り
な
が
ら

作
業
を
進
め
て
い
る
こ
と
や
、
建
材

市
場
の
悪
化
に
よ
る
鉄
骨
材
料
の
不

足
な
ど
が
重
な
っ
た
た
め
。

問
工
程
表
と
比
較
す
る
と
当
初
か

ら
か
な
り
遅
れ
て
い
た
中
で
、

市
の
責
任
で
も
コ
ロ
ナ
の
責
任
で
も

な
く
、
業
者
の
都
合
で
遅
れ
た
の
に
、

な
ぜ
市
が
工
期
延
期
に
か
か
る
経
費

の
支
払
い
を
す
る
の
か
。

（
髙
橋
利
彦
議
員
）

答
工
事
の
遅
れ
に
コ
ロ
ナ
の
影
響

が
全
く
な
い
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
だ
け
で
は
な
く
、

市
場
で
の
鉄
骨
材
料
の
不
足
も
工
期

が
延
び
た
要
因
。
い
ず
れ
も
受
注
者

の
責
任
に
よ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
た

め
、
発
注
者
で
あ
る
市
が
経
費
を
負

担
す
る
。

①社会保障費の抑制を鑑みた検証を
林晴道議員
　今回の条例改正で使用料の値上げが予定されている海
上健康増進センターは、毎年２万1,000人以上もの利用
者がおり、健康管理はもとより高齢者の体力維持にとて
も役に立っています。また、病気予防として三大疾病に
も効果が大きいと感じ、社会保障費の抑制につながって
いると考えます。今回の値上げは自ら健康意識を持ち、
取り組まれている高齢期を迎えた方に大きな負担を強い
ることになります。また、コロナ禍で経済状況が悪い中、
さらに当該施設は利用制限を設けているのに、なぜこの
時期に値上げの改正を行うのか甚だ疑問に思います。病
気予防での社会保障費の抑制を鑑みた旭市全体の検証を
しっかりとしてもらいたいと思い、反対します。

②工事の遅れをコロナに便乗しているのでは
髙橋利彦議員
　本議案は契約金額を6,485万円増額し、工期を２か月
半も延長するものです。しかし、コロナの影響で休止し
た工事期間は実質６日間です。工事履行報告書を確認
すると、実際には工事開始直後から工事は遅れており、
今年の３月時点では15.1％の遅れが発生していました。
鉄骨の不足で柱などの製作が遅れたとの話もありました
が、それならなぜ仮置場が必要なのか。全く説明の整合
性がありません。工事の遅れをコロナに便乗しているの
ではないのか。工期の延長だけならともかく、業者責任
の工事遅れにかかる工事費を追加払い。これでは泥棒に
追い銭と言っても過言ではない。増えた金額は市民の貴
重な税金です。このような根拠のない工事費に充てるの
では、市民の理解は得られない。

①施設の維持管理のためには必要
平山清海議員
　今回の使用料の改正については、平成26年10月に改
正して以来、５年が経過しています。行政改革アクショ
ンプランによる取組では、公平性の観点から、サービス
の質や量と全体の費用等を考慮し、適正な受益者負担と
なるよう、定期的に使用料等の見直しを行っています。
施設を運営するための光熱水費、施設や機器の修繕、更
新にかかる費用について、受益者負担の公平性の確保と、
類似施設との使用料の均衡を図るため、公共施設使用料
等の検証の結果、一部の施設について今回の改正を行う
ものと思います。将来にわたり施設を維持、管理してい
く上で、使用料の改定は必要不可欠なものと考え、賛成
します。

②業者の責任によらない契約変更
宮内保議員
　今般の変更理由については、新型コロナウイルス感染
拡大の防止対策と、東京オリンピックの開催による建築
増などにより、鉄骨材料の不足に伴う納入の遅れで、全
体の工程に影響が生じたとのことです。いずれも工事請
負契約書に基づく契約業者の責任によらない理由に当た
ると理解するものです。確かに増額するのは大きな金額
ですが、工事を受注した建設会社も、今回の新型コロナ
ウイルスと鉄骨資材の逼迫などによって、工期の長期化、
工事及び業務の一時中止などと、軽微な設計変更として
も工事への影響は大変厳しいものと考えます。そのよう
な状況だが、適切な設計や施工管理に基づいて工事が進
められているものと確信しています。

討 論 ①使用料及び手数料に関する条例について
②工事請負契約の変更について（新庁舎建設建築工事）

反対

私はこう考える！

賛成

　討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、議員が賛成か反対かの自己の意見を表明することです。
　単に自己の賛否の意見を明らかにするだけでなく、意見の異なる議員や賛否の意思を決めかねている議員に
対し、自己の意見に同調させようと努めることにその意義があります。
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ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は

問
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

全
体
的
な
収
入
と
支
出
を
比
較
し
て
、
市

の
財
政
的
な
部
分
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
寄
附
金
受
領
額
が
５
６
０
０
万
円
、
ふ

る
さ
と
納
税
に
か
か
る
経
費
が
２
６
０

０
万
円
、
市
民
の
寄
附
金
控
除
額
の
合
計
が
３

４
０
０
万
円
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
75
％
余
り
が

交
付
税
算
入
さ
れ
る
た
め
、
交
付
税
算
入
額
が

２
５
７
０
万
円
。
こ
れ
ら
を
全
て
プ
ラ
ス
マ
イ

ナ
ス
す
る
と
、
２
１
５
０
万
円
ほ
ど
の
黒
字
。

問
個
人
寄
附
の
最
高
額
と
返
礼
品
の
内
容

は
。

答
最
高
額
は
52
万
８
千
円
で
、
返
礼
品
は

２
万
２
千
円
以
上
の
寄
附
で
１
回
受
講

で
き
る
サ
ー
フ
ィ
ン
ス
ク
ー
ル
を
24
回
選
択
し

て
い
る
。

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
の
成
果
は

問
コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し

な
ど
の
証
明
書
の
件
数
は
。

答
印
鑑
証
明
が
２
０
１
件
、
戸
籍
謄
本
・

抄
本
が
76
件
、
住
民
票
の
写
し
・
記
載

事
項
証
明
書
を
含
め
て
２
４
３
件
、
戸
籍
の
附

票
が
11
件
で
合
計
５
３
１
件
と
な
っ
て
い
る
。

問
コ
ン
ビ
ニ
交
付
さ
れ
た
５
３
１
件
は
、
全

体
の
証
明
書
の
交
付
件
数
か
ら
見
て
ど
の

程
度
な
の
か
。
ま
た
期
待
さ
れ
て
い
た
だ
け
の

成
果
は
あ
っ
た
の
か
。

答
全
体
の
証
明
書
交
付
件
数
は
、
年
間
６

万
２
千
件
ほ
ど
で
あ
る
た
め
、
コ
ン
ビ

ニ
交
付
分
は
微
々
た
る
割
合
で
あ
る
。
コ
ン
ビ

ニ
交
付
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
所
持
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
自
体
の
取
得
率

が
低
い
こ
と
も
あ
り
、
件
数
的
に
は
少
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

幽
学
の
里
で
米
作
り
交
流
事
業
の

実
績
は

問
幽
学
の
里
で
米
作
り
交
流
事
業
に
つ
い
て
、

昨
年
の
参
加
者
数
は
。

答
こ
の
事
業
は
、
市
川
市
の
子
供
会
と
一

般
参
加
の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て

実
施
し
て
お
り
、
令
和
元
年
度
は
、
市
川
子
供

会
が
２
０
２
名
、
一
般
参
加
が
市
内
15
名
、
市

外
２
１
３
名
の
合
計
４
３
０
名
と
な
っ
て
い
る
。

決算審査

お金の使い道をチェック
決算審査特別委員会が設置され、令和元年度一般会計決算をはじめとした８議案について、慎重な審査が
行われました。
審査の結果、８議案とも全員賛成で認定及び可決するものと決して本会議に報告されました。
審査の項目は多岐にわたりましたので、その一部として主な審査内容を紹介します。

昨年の幽学の里で米作り交流事業で一生懸命稲を植える参加者

ふるさと納税人気上位の返礼品

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員

委
員
長

向
後
　
悦
世

副
委
員
長

宮
内
　
　
保

委
員

木
内
　
欽
市

島
田
　
和
雄

宮
澤
　
芳
雄

米
本
弥
一
郎

遠
藤
　
保
明

平
山
　
清
海

桐
　
文
夫
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議
案
第
16
号

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

問
事
故
の
内
容
を
詳
し
く
伺
う
。

答
市
道
の
路
肩
に
ト
ラ
ッ
ク
の
右
前
輪
が
乗
っ
た
際

に
、
水
路
の
吸
い
出
し
が
原
因
と
思
わ
れ
る
陥
没

が
生
じ
、
落
下
の
衝
撃
と
隣
接
地
の
構
造
物
へ
の

接
触
で
車
両
本
体
等
が
破
損
し
た
。

問
今
回
の
よ
う
な
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
普
段
か

ら
道
路
の
点
検
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
今
回
の
現
場
は
、
見
た
目
で
は
予
見
で
き
な
か
っ

た
が
、
道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
定
期

的
に
職
員
と
作
業
員
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今

月
か
ら
は
他
課
の
職
員
の
協
力
も
得
て
、
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

審
査
結
果

　
委
員
会
付
託
の
２
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決
。

議
案
第
９
号

令
和
２
年
度
旭
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
議
決
に
つ
い
て

の
う
ち
本
委
員
会
所
管
事
項

問
全
て
の
小
・
中
学
生
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
整
備
す
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
が
な
い
家

庭
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答
以
前
調
査
し
た
段
階
で
は
約
４
０
０
世
帯
。

問
介
護
事
業
所
支
援
金
給
付
事
業
に
つ
い
て
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
市
内
の
事
業
所
に
20
万
円

を
支
給
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
給
付
対
象
と
な
る

事
業
所
の
種
別
と
件
数
は
。

答
事
業
所
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
系

が
10
種
類
で
76
事
業
所
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

が
３
種
類
で
21
事
業
所
、
施
設
系
が
２
種
類
で
７

事
業
所
と
な
り
、
合
計
１
０
４
事
業
所
を
見
込
ん

で
い
る
。

審
査
結
果

　
委
員
会
付
託
の
４
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決
、
請
願
１
件
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
採

択
。

議
案
第
11
号

旭
市
使
用
料
及
び
手
数
料
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
こ
の
よ
う
な
時
な
の
で
、
値
上
げ
の
時
期
は
市
民

の
観
点
に
立
っ
て
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
過
去
20
年
以
上
値
上
げ
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、

受
益
者
以
外
の
市
民
の
負
担
も
多
く
、
適
正
に
考

え
て
ほ
し
い
と
の
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
庁
内
で

十
分
検
討
し
た
結
果
、
実
施
を
判
断
し
た
。

議
案
第
13
号

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て（
旭
市
新
庁
舎
建
設
建

築
工
事
）

問
市
が
負
担
す
る
経
費
は
、
工
事
休
止
期
間
の
分
だ

け
で
、
業
者
の
都
合
で
工
期
が
３
月
に
延
長
と

な
っ
た
分
ま
で
負
担
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

答
３
密
を
回
避
す
る
現
場
の
体
制
や
、
建
材
市
場
の

悪
化
に
よ
る
鉄
骨
材
料
の
不
足
な
ど
が
重
な
り
、

い
ず
れ
も
業
者
の
責
任
に
よ
ら
な
い
た
め
。

審
査
結
果

　
委
員
会
付
託
の
５
議
案
に
つ
い
て
、
議
案
第
９
号
は
全

員
賛
成
で
、
そ
の
他
は
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

常
任
委
員
会
の
審
査
議
案
や
請
願
・
陳
情
を
分
野
別
に
各
委
員
会
に
振
り
分
け
、
専
門
的
に
審
査
を
し
ま
す
。

審
査
後
は
、
賛
成
・
反
対
を
決
め
、
本
会
議
で
報
告
し
ま
す
。

会議の様子

ケブカトラカミキリムシが原因で枯れた
内
だい
裏
り
神社のイヌマキを視察

香取市にある「ザ ファーム」を視察

建設経済常任委員会
9月16日㈬　午前10時〜

２議案の審査

文教福祉常任委員会
9月17日㈭　午前10時〜
４議案、請願１件の審査

総務常任委員会
9月18日㈮　午前10時〜

５議案の審査
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　請願第４号が本会議において採択されたことに伴う、意見書提出の発議第１号が可決されたため、千葉県知事、環境大臣
宛てに意見書を提出しました。

◯株式会社エコテック産業廃棄物最終処分場設置反対を求める意見書

○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　退＝退席
議＝議長　※議長は採決に加わりません。

令和２年第３回定例会 審議結果一覧
賛否が分かれた議案と審議結果

議案１　令和元年度旭市一般会計決算の認定
議案２　令和元年度旭市病院事業債管理特別会計決算の認定
議案３　令和元年度旭市国民健康保険事業特別会計決算の認

定
議案４　令和元年度旭市後期高齢者医療特別会計決算の認定
議案５　令和元年度旭市介護保険事業特別会計決算の認定
議案６　令和元年度旭市下水道事業特別会計決算の認定
議案７　令和元年度旭市農業集落排水事業特別会計決算の認

定

発議１　株式会社エコテック産業廃棄物最終処分場設置反対を求める意見書の提出
発議２　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出

議案８　令和元年度旭市水道事業会計剰余金の処分及び決算
の認定

議案９　令和２年度旭市一般会計補正予算の議決
議案10	 令和２年度旭市介護保険事業特別会計補正予算の議

決
議案12	 旭市ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の

一部を改正する条例の制定
議案16	 和解及び損害賠償の額を定めること
議案17	 専決処分の承認
　　　　（令和２年度旭市一般会計補正予算）

全員賛成で可決した議案

千葉県知事、環境大臣に意見書を提出

これを機に、この問題を完全解決すべき
林晴道議員
　本件は平成22年９月に、最高裁が千葉県側の上告を不
受理とし、設置許可の取消しが決定している事案です。な
おかつ、県は平成25年１月、当該事業者に対し、長期に
わたり暴力団員の関係企業から間接的に融資を受けていた
ことが判明し、最終処分場の許可申請を不許可処分として
います。
　しかしながら、不許可処分を受けた処分場はいまだ復旧
が行われる様子はなく、多くの地元住民は不安と、千葉県
に強い不信感を抱いています。

　地元の先輩方が長きにわたり取り組んでこられたこの問
題を、この機に完全解決するよう、隣接する１市１町とと
もに取り組もうではありませんか。
　以上のことから、関係機関には、この産業廃棄物最終処
分場の現在まで管理放棄されている現状をしっかりと確認
していただき、不許可処分に伴う現地の復旧と、設置計画
の完全廃棄のため賛成をするとともに、議員各位の同意を
求めます。

賛成討論 ㈱エコテック産業廃棄物最終処分場設置反対を求める請願について

議
案
番
号

件　
　
名

議
決
結
果

1 2 3 4 6 8 9 10 11 12 13 15 16 17 18 19 20　
桐　
文
夫

平
山　
清
海

遠
藤　
保
明

林　
　
晴
道

米
本
弥
一
郎

宮
内　
　
保

髙
木　
　
寛

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
　
保

島
田　
和
雄

伊
藤　
房
代

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

木
内　
欽
市

佐
久
間
茂
樹

髙
橋　
利
彦

 市　長　提　出　議　案

11旭市使用料及び手数料に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 × 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 × 〇 ×

13工事請負契約の変更について（旭市新庁舎建設建築工事） 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

14工事請負契約の変更について（旭市新庁舎建設電気設備工事） 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

15工事請負契約の変更について（旭市新庁舎建設機械設備工事） 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

 請　願

4 ㈱エコテック産業廃棄物最終処分場設置反対を求める請願 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇
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人
口
減
少
に
歯
止
め
を 

問
本
市
の
人
口
は
、
平
成
17
年
の

合
併
時
か
ら
現
在
ま
で
、
約
６

５
０
０
人
も
減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
続
け
ば
、

市
の
財
政
は
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
人
口
減
少
に
伴
う
大
き
な

要
因
は
。

答
様
々
な
要
因
が
あ
り
つ
つ
も
、

転
出
に
よ
る
社
会
減
よ
り
も
、

死
亡
・
出
生
に
よ
る
自
然
減
に
よ
る
影

響
が
大
き
い
と
認
識
し
て
い
る
。
特
に

出
生
数
は
平
成
30
年
に
初
め
て
４
０
０

人
を
下
回
り
、
非
常
に
厳
し
い
数
字
と

し
て
捉
え
て
い
る
。

問
自
然
減
で
減
っ
た
分
、
本
市
に

移
住
し
て
く
れ
る
形
を
整
え
て
、

社
会
増
で
補
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

思
う
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
に
力

を
入
れ
て
い
く
の
か
。

答
結
婚
、
子
育
て
、
教
育
、
雇
用
、

移
住
・
定
住
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

視
点
か
ら
横
断
的
に
対
策
を
講
じ
る
た

め
、
７
月
に
少
子
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
有
効
な
施
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

避
難
所
の
感
染
防
止
対
策
を 

問
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
３
密
を
防
ぐ
た

め
に
、
避
難
者
一
人
当
た
り
の
空
間
を

広
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

答
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
確
保
す

る
た
め
、
今
ま
で
よ
り
多
く
の

避
難
所
を
開
設
す
る
。
ま
た
、
飛
沫
感

染
対
策
の
た
め
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
使

う
テ
ン
ト
を
室
内
に
設
置
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
３
密
を
避
け

る
た
め
、
自
宅
で
の
安
全
確
保
が
可
能

な
方
の
在
宅
避
難
や
、
安
全
な
親
戚
、

友
人
宅
へ
避
難
す
る
こ
と
を
広
報
な
ど

で
周
知
し
て
い
る
。

一般質問とは、本会議で議員が行う市政全般に関する質問です。旭市のさまざまな課題など
について、市の考えを聞き、説明を求めます。主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。

第３回定例会 一般質問
市政を問う！

向後 悦世 議員

テントやシートを利用して避難スペースを区分
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お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
の
賃
借
料
は

問
お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
の
１
年
間
の

施
設
賃
借
料
と
契
約
期
間
の
総

額
、
ま
た
管
理
運
営
費
に
つ
い
て
伺
う
。

答
賃
借
料
は
、
国
か
ら
拠
点
整
備

交
付
金
の
交
付
が
あ
っ
た
場
合
、

年
間
３
２
０
０
万
円
か
ら
４
千
万
円
、

な
か
っ
た
場
合
は
、
年
間
５
６
０
０
万

円
か
ら
８
千
万
円
。
契
約
期
間
の
30
年

間
を
掛
け
る
と
、
一
番
安
く
て
９
億
６

千
万
円
、
一
番
高
く
て
24
億
円
と
な
る
。

 

管
理
運
営
費
は
、
年
間
６
千
万
円
程

度
。問

こ
れ
だ
け
の
お
金
を
か
け
て
、

移
住
者
は
ど
れ
だ
け
来
る
の
か
。

答
生
涯
活
躍
の
ま
ち
全
体
と
し
て
、

１
０
０
人
か
ら
２
０
０
人
を
見

込
ん
で
い
る
。

問
官
民
連
携
と
い
う
こ
と
な
ら
、

賃
借
で
は
な
く
、
建
設
費
を
業

者
と
折
半
し
て
も
い
い
の
で
は
。

答
お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
が
入
る
商
業

施
設
は
、
１
階
部
分
、
２
階
部

分
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
折
半
で
建
て

る
と
、
所
有
関
係
が
大
変
複
雑
に
な
る
。

協
定
書
の
中
で
も
業
者
が
建
設
し
、
指

定
管
理
で
や
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

入
札
制
度
の
変
更
に
よ
る

財
政
へ
の
影
響
は

問
昨
年
４
月
に
変
更
し
た
入
札
制

度
に
つ
い
て
、
変
更
し
た
こ
と

に
よ
り
、
落
札
率
は
ど
の
く
ら
い
上

が
っ
た
の
か
。
ま
た
財
政
へ
の
影
響
は
。

答
平
均
落
札
率
で
、
土
木
工
事
は

89
・
94
％
で
11
・
78
ポ
イ
ン
ト

上
昇
、
建
築
工
事
は
96
・
04
％
で
5
・

17
ポ
イ
ン
ト
上
昇
。
財
政
へ
の
影
響
額

と
し
て
は
、
土
木
、
建
築
工
事
合
わ
せ

て
２
億
５
０
０
万
円
ほ
ど
上
昇
し
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
教
育
問
題
に
つ
い
て

◦
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

み
ら
い
あ
さ
ひ
に
若
者
誘
致
を

問
生
涯
活
躍
の
ま
ち
に
つ
い
て
、

事
業
予
定
者
及
び
旭
中
央
病
院

と
「
み
ら
い
あ
さ
ひ
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
を
設
置
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
活
動
内
容
は
。

答
情
報
発
信
及
び
移
住
者
の
募
集
、

地
域
か
ら
の
意
見
収
集
に
関
す

る
こ
と
な
ど
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
取

り
入
れ
る
会
社
が
多
く
な
っ
て

き
た
た
め
、
若
い
人
に
移
住
者
向
け
住

宅
に
移
住
し
て
く
れ
る
よ
う
積
極
的
に

誘
致
し
て
は
ど
う
か
。

答
お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
の
中
に
設
置

予
定
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ブ
リ
ッ
ク

は
、
こ
の
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
意

味
の
あ
る
施
設
で
あ
る
と
考
え
る
。
若

者
世
代
を
含
む
多
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
捉
え
、
移
住
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

洋
上
風
力
発
電
の
取
組
状
況
は

問
洋
上
風
力
発
電
に
つ
い
て
、
銚

子
市
沖
は
再
エ
ネ
海
域
利
用
法

の
促
進
区
域
に
指
定
さ
れ
た
が
、
旭
市

沖
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
か
。

答
洋
上
の
銚
子
市
と
旭
市
の
市
町

村
境
界
は
定
ま
っ
て
い
な
い
た

め
、
こ
れ
か
ら
協
議
を
し
て
い
く
。

問
旭
市
沖
の
洋
上
風
力
発
電
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
事
業
者
が
調

査
を
し
て
お
り
、
飯
岡
海
水
浴
場
付
近

に
は
、
風
速
と
風
向
を
観
測
す
る
風
況

観
測
塔
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
風
況
観

測
塔
が
平
松
海
岸
に
も
建
て
ら
れ
る
と

い
う
話
を
聞
い
た
が
、
景
観
も
悪
く
、

平
松
地
区
の
市
民
は
心
配
し
て
い
る
。

市
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
海
岸
保
全
区
域
内
に
工
作
物
を

建
設
す
る
場
合
は
、
海
岸
管
理

者
で
あ
る
千
葉
県
の
許
可
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
市
と
し
て
も
事
業
者
に
対

し
、
市
民
に
丁
寧
に
説
明
す
る
よ
う
働

き
か
け
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
令
和
元
年
台
風
15
号
、
19
号

◦
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
経
済
対
策

宮内 保 議員

髙橋 利彦 議員

ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

「みらいあさひ」のイメージパース

飯岡海水浴場付近の風況観測塔
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市
内
の
実
態
把
握
に
努
め
た

政
策
判
断
を

問
経
済
再
生
を
訴
え
、
緊
急
経
済

対
策
と
し
て
大
規
模
な
予
算
を

組
ん
で
い
る
が
、
市
内
経
済
へ
の
影
響

や
景
気
低
迷
の
状
況
を
、
市
長
は
ど
の

程
度
考
慮
し
て
い
る
の
か
。

答
市
民
が
今
一
番
困
っ
て
い
る
こ

と
は
何
か
、
そ
う
い
う
思
い
で
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
係
る
政
策
を
検

討
し
て
進
め
て
き
た
。

問
市
民
は
こ
の
ウ
イ
ル
ス
を
正
し

く
恐
れ
、
必
要
な
行
動
変
容
に

協
力
し
て
く
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
新

し
い
様
式
を
理
解
し
て
も
ら
え
れ
ば
、

最
悪
の
事
態
は
回
避
で
き
る
と
信
じ
る

が
、
市
長
の
こ
れ
ま
で
の
感
染
症
対
策

全
般
の
総
括
と
、
今
後
の
政
策
課
題
は
。

答
い
ち
早
く
感
染
拡
大
の
防
止
に

向
け
て
対
応
し
、
今
一
番
必
要

な
部
分
へ
支
援
で
き
て
い
る
と
思
っ
て

い
る
。
イ
ベ
ン
ト
や
が
ん
検
診
が
中
止

さ
れ
た
予
算
を
使
い
、
コ
ロ
ナ
と
の
同

時
流
行
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
拡

大
を
考
え
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
機
運
を

高
め
る
取
り
組
み
を

問
１
年
後
の
延
期
を
受
け
て
、
コ

ロ
ナ
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
は
、

感
情
的
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ど
こ
ろ
で
は

な
い
と
思
わ
れ
、
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て

い
る
印
象
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
大
会

は
、
全
世
界
が
一
体
と
な
り
人
の
心
を

つ
な
ぎ
、
多
く
の
夢
と
感
動
を
与
え
て

く
れ
る
の
で
、
今
後
機
運
を
高
め
る
仕

掛
け
を
行
う
べ
き
で
は
。

答
来
年
の
開
催
ま
で
の
間
に
、
ど

ん
な
有
効
な
盛
り
上
が
り
策
が

出
来
る
か
考
え
、
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ

た
機
運
を
再
度
高
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
新
庁
舎
建
設
事
業
に
関
し
て

修
学
旅
行
、運
動
会
の
代
替
案
を

問
小
・
中
学
校
で
の
修
学
旅
行
や

運
動
会
は
、
大
人
に
な
っ
て
も

思
い
出
に
残
る
学
校
行
事
で
あ
る
が
、

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
中
止
や

延
期
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
。
本
市

と
近
隣
市
の
状
況
を
伺
う
。

答
全
国
的
に
感
染
が
拡
大
し
て
い

る
こ
と
、
寝
食
や
入
浴
な
ど
で

密
を
避
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、

旅
行
先
で
児
童
・
生
徒
が
発
熱
し
た
場

合
の
対
処
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

修
学
旅
行
は
中
止
、
運
動
会
も
従
来
の

形
で
の
実
施
は
中
止
と
し
た
。
こ
の
こ

と
は
銚
子
、
匝
瑳
の
教
育
委
員
会
と
協

議
を
し
て
決
定
し
た
。

問
何
か
子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
る

よ
う
な
代
替
案
は
考
え
て
い
る

の
か
。答

修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、
小
学

校
は
日
帰
り
の
代
替
行
事
を
実

施
す
る
方
向
で
検
討
し
て
お
り
、
中
学

校
は
高
校
入
試
が
あ
る
関
係
で
、
現
時

点
で
は
未
定
。
運
動
会
は
、
２
〜
３
時

間
程
度
で
、
密
を
避
け
つ
つ
体
を
動
か

す
代
替
行
事
を
検
討
し
て
い
る
。

農
業
委
員
会
活
動
の
周
知
を

問
平
成
28
年
に
農
業
委
員
会
法
が

改
正
さ
れ
、
農
業
委
員
会
の
委

員
の
選
出
方
法
が
変
わ
っ
た
ほ
か
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
新
た
に
設

置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
活
動

内
容
を
伺
う
。

答
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
、

農
業
者
年
金
の
加
入
促
進
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

問
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
農
業
者

以
外
の
方
や
女
性
の
方
も
農
業

委
員
に
選
出
さ
れ
て
い
る
が
、
農
業
委

員
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い

る
の
か
。

答
農
業
委
員
会
だ
よ
り
を
年
２
回

発
刊
し
て
い
る
。

遠藤 保明 議員

感染予防対策を徹底した嚶鳴小代替運動会

林 晴道 議員

総合体育館ロビーに展示されている
前回の東京オリンピック聖火リレートーチ等
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農
家
の
雇
用
確
保
対
策
を

問
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め

に
は
、
雇
用
の
確
保
が
欠
か
せ

な
い
。
特
に
農
家
は
重
要
な
雇
用
の
受

皿
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

答
市
独
自
の
支
援
と
し
て
、
親
元

就
農
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
を

今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
事

業
は
親
元
に
就
農
す
る
方
が
前
向
き
に

農
業
に
取
り
組
む
た
め
の
支
援
と
し
て
、

最
大
20
万
円
を
支
給
す
る
も
の
。
ま
た
、

よ
り
多
く
の
担
い
手
確
保
に
向
け
、
新

規
就
農
者
支
援
事
業
補
助
金
の
制
度
を

拡
充
し
て
お
り
、
50
歳
未
満
の
方
を
対

象
に
、
農
業
用
機
械
等
の
取
得
に
か
か

る
経
費
に
対
し
て
、
最
大
50
万
円
を
補

助
す
る
。

避
難
所
の
開
設
は
早
め
に

問
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
開
設
す
る

避
難
所
数
を
増
や
す
と
い
う
こ

と
で
、
非
常
に
い
い
こ
と
だ
と
思
う
。

避
難
所
の
開
設
を
少
し
早
く
す
れ
ば
、

避
難
者
が
一
気
に
来
な
い
の
で
、
対
応

も
楽
に
な
る
か
と
思
う
が
、
そ
う
い
っ

た
考
え
は
あ
る
か
。

答
台
風
に
対
す
る
備
え
と
い
う
こ

と
で
意
識
も
高
く
な
っ
て
い
る

し
、
報
道
の
中
で
も
早
め
早
め
の
避
難

と
い
う
こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い
る
面
も

あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
避
難
所

を
開
設
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

問
当
然
車
で
避
難
し
て
く
る
人
も

い
る
と
思
う
が
、
そ
う
し
た
人

に
対
す
る
対
応
は
。

答
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
避
難
所
の
中

に
入
り
た
く
な
い
と
い
う
理
由

で
、
車
で
来
る
方
も
い
る
と
思
う
の
で
、

そ
の
場
合
に
は
、
避
難
所
の
敷
地
の
中

の
安
全
な
ス
ペ
ー
ス
に
止
め
、
そ
こ
で

避
難
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

◦
空
き
家
問
題
に
つ
い
て

◦
新
庁
舎
に
つ
い
て

新
川
流
域
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
を

問
旭
市
地
域
防
災
計
画
に
よ
る
と
、

旭
市
で
の
最
大
雨
量
は
、
昭
和

46
年
の
台
風
25
号
で
、
３
７
０
ミ
リ
の

雨
が
２
日
間
で
降
り
、
新
川
の
排
水
が

間
に
合
わ
ず
、
一
時
的
に
椿
の
海
が
再

現
さ
れ
た
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
近
年
日
本
各
地
で
降
っ
て
い
る

雨
は
、
こ
の
時
の
雨
量
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。

　
千
葉
県
が
作
成
し
た
県
下
の
主
な
河

川
の
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
想

定
雨
量
を
24
時
間
で
６
０
０
ミ
リ
と
し

て
い
る
が
、
新
川
は
そ
の
対
象
に
な
っ

て
い
な
い
。
新
川
流
域
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
必
要
性
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

答
国
は
今
年
の
６
月
に
小
規
模
河

川
に
お
け
る
氾
濫
推
定
図
の
作

成
手
引
き
を
策
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

千
葉
県
で
は
今
後
、
新
川
を
含
め
た
小

規
模
河
川
に
つ
い
て
、
氾
濫
推
定
図
の

作
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
聞
い
て
い

る
が
、
市
と
し
て
も
県
に
対
し
て
早
期

の
作
成
を
要
望
し
て
い
く
。

Ｃ
Ｓ
Ｆ
ワ
ク
チ
ン
の
補
助
継
続
を

問
Ｃ
Ｓ
Ｆ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
は

１
頭
当
た
り
３
９
０
円
で
あ
り
、

初
回
分
は
県
の
補
助
に
よ
り
全
額
免
除

さ
れ
、
２
回
目
以
降
は
県
に
よ
る
一
律

１
０
０
円
の
減
免
措
置
が
今
年
の
８
月

よ
り
始
ま
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、
現
在

市
の
補
助
金
が
１
頭
当
た
り
１
０
０
円

出
て
い
る
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
負

担
額
は
１
９
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
実
施
中
の
本
市
の
補
助
金
に
つ
い
て
、

今
後
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
生
産
者
の
負
担
を
軽
減
し
、
安

定
し
た
経
営
が
で
き
る
よ
う
、

当
面
は
補
助
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

次
年
度
以
降
の
補
助
の
単
価
に
つ
い
て

は
、
近
隣
市
の
状
況
や
接
種
頭
数
な
ど

を
考
慮
し
て
今
後
協
議
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
旭
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

◦
蛇
園
南
地
区
流
末
排
水
整
備
事
業

島田 和雄 議員

ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

木内 欽市 議員

干潟大橋から見た新川
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イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
と
し
て

電
気
柵
設
置
に
補
助
を

問
イ
ノ
シ
シ
を
は
じ
め
と
す
る
鳥

獣
被
害
に
対
す
る
一
般
質
問
を

こ
れ
ま
で
２
度
行
っ
た
が
、
期
待
す
る

よ
う
な
進
展
が
見
ら
れ
な
い
た
め
再
度

質
問
す
る
が
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
か
。

答
イ
ノ
シ
シ
対
策
と
し
て
、
箱
わ

な
と
く
く
り
わ
な
で
の
捕
獲
、

点
検
、
見
回
り
を
銚
海
猟
友
会
に
委
託

し
て
い
る
。
ま
た
新
た
な
対
策
と
し
て
、

イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情
報
、
捕
獲
地
点
を

記
し
た
「
旭
市
イ
ノ
シ
シ
情
報
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
る
。

問
昨
年
６
月
の
一
般
質
問
で
、
電

気
柵
の
設
置
に
対
す
る
補
助
を

提
案
し
た
が
、
そ
の
時
は
検
討
す
る
と

い
う
回
答
だ
っ
た
。
そ
の
後
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
、
農

地
へ
の
電
気
柵
設
置
の
補
助
を

来
年
度
か
ら
行
え
る
よ
う
、
準
備
を
進

め
て
い
く
。

津
波
避
難
道
路
の
早
急
な
整
備
を

問
津
波
避
難
道
路
は
平
成
25
年
度

に
矢
指
地
区
、
飯
岡
地
区
の
２

路
線
が
ス
タ
ー
ト
し
、
既
に
７
年
が
経

過
し
て
い
る
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答
椎
名
内
西
足
洗
線
の
工
事
進
捗

率
は
20
・
７
％
、
横
根
三
川
線

は
33
・
１
％
。

問
横
根
三
川
線
に
つ
い
て
、
飯
岡

中
学
校
東
側
に
、
国
道
ま
で

も
う
少
し
で
開
通
す
る
よ
う
な
形
で
、

残
っ
て
い
る
区
間
が
あ
る
。
こ
こ
は
風

雨
の
強
い
時
な
ど
、
子
ど
も
達
の
送
迎

の
利
便
性
が
高
ま
り
、
父
兄
の
期
待
も

高
い
区
間
だ
と
思
う
が
、
早
急
に
工
事

で
き
な
い
か
。

答
地
権
者
と
交
渉
中
で
あ
り
、
契

約
が
で
き
次
第
、
工
事
を
発
注

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
支
援
策
に
つ
い
て

問
旭
市
独
自
の
各
種
支
援
策
の
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
元
気
回
復
特
別
給
付
金
事
業

は
、
対
象
世
帯
数
２
万
６
４
１

０
件
で
、
給
付
率
は
99
・
７
％
。
就
学

前
児
童
臨
時
給
付
金
事
業
は
、
対
象
児

童
２
６
７
３
名
で
、
全
て
の
給
付
を
完

了
。
農
水
産
業
経
営
継
続
支
援
金
事
業

は
、
申
請
件
数
１
３
９
件
。
飲
食
店
等

緊
急
支
援
給
付
金
給
付
事
業
は
、
申
請

件
数
３
０
７
件
。
中
小
企
業
者
等
事
業

継
続
支
援
金
給
付
事
業
は
、
１
０
１
４

件
の
申
請
で
、
１
億
６
２
９
０
万
円
の

給
付
を
決
定
。
市
外
小
中
学
校
等
在
学

児
童
生
徒
臨
時
給
付
金
は
、
95
万
１
７

３
０
円
を
支
給
。

問
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
状
況
は
。

答
第
一
次
分
は
６
月
の
補
正
予
算

に
充
当
し
た
。
第
二
次
分
は
今

回
の
補
正
予
算
に
７
億
６
５
１
４
万
６

千
円
を
充
当
す
る
。

新
た
な
農
政
「
基
本
計
画
」
を

ど
う
見
る
か

問
食
料
自
給
率
低
下
の
要
因
と
自

給
率
向
上
の
実
現
に
つ
い
て
、

本
市
の
見
解
は
。

答
戦
後
、
食
生
活
の
欧
米
化
が
進

み
、
急
激
な
変
化
が
自
給
率
を

下
げ
た
要
因
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

食
品
業
界
で
は
、
安
定
し
て
調
達
が
可

能
な
外
国
産
の
原
材
料
を
使
用
す
る
傾

向
で
、
自
給
率
向
上
は
消
費
者
が
国
産

農
産
物
を
食
べ
る
こ
と
が
一
番
の
対
策

に
な
る
。

問
旭
市
の
農
業
の
現
状
は
。

答
こ
こ
５
年
間
の
状
況
は
、
水
田

が
71
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
が
２
６

７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
減
。
農
業
経
営
体
は

３
４
０
件
の
減
。
農
業
就
業
人
口
は
７

９
８
人
の
減
。
農
業
産
出
額
は
59
億
円

の
減
と
な
っ
て
い
る
。

問
旭
市
の
農
業
基
本
政
策
は
あ
る

か
。

答
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興

を
図
る
た
め
、
後
継
者
や
労
働

力
の
確
保
、
生
産
力
の
強
化
、
施
設
や

機
械
の
省
力
化
、
経
営
所
得
の
安
定
化

を
基
本
と
し
て
、
様
々
な
農
業
政
策
を

推
進
し
て
い
る
。

飯岡中学校東側の横根三川線

髙木 寛 議員

　桐 文夫 議員
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体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

問
全
小
・
中
学
校
体
育
館
へ
の
空

調
整
備
、
停
電
時
で
も
使
用
で

き
る
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式
の
エ
ア

コ
ン
導
入
は
で
き
な
い
か
。

答
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の

費
用
は
、
相
当
な
金
額
が
必
要

に
な
る
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
の
普
通

教
室
に
は
全
て
エ
ア
コ
ン
が
入
っ
て
い

る
た
め
、
エ
ア
コ
ン
が
必
要
な
場
合
に

は
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
と
同

時
に
、
小
・
中
学
校
の
再
編
問
題
も
あ

る
の
で
、
し
ば
ら
く
の
間
は
普
通
教
室

の
エ
ア
コ
ン
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
に

慰
労
金
の
支
給
を

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
保
育
所

や
幼
稚
園
で
は
、
施
設
内
で
の

感
染
防
止
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い

る
が
、
子
ど
も
と
の
身
体
的
接
触
は
避

け
ら
れ
な
い
た
め
、
感
染
リ
ス
ク
を
完

全
に
な
く
す
こ
と
は
難
し
い
。

　
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
が
感
染
リ
ス

ク
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
職
責
を
果
た

そ
う
と
す
る
の
は
、
使
命
感
が
あ
る
か

ら
だ
と
思
う
。

　
旭
市
と
し
て
、
保
育
士
や
幼
稚
園
教

諭
に
慰
労
金
を
支
給
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答
公
立
保
育
所
に
お
い
て
は
、
出

勤
が
困
難
な
職
員
に
つ
い
て
は
、

特
別
休
暇
扱
い
と
す
る
な
ど
の
対
応
を

と
っ
て
お
り
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭

共
に
給
与
等
収
入
へ
の
影
響
は
な
い
も

の
と
認
識
し
て
い
る
た
め
、
慰
労
金
の

給
付
は
考
え
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
地
域
未
来
構
想
20
「
オ
ー
プ
ン
ラ

ボ
」
に
つ
い
て

◦
冷
水
機
の
設
置
に
つ
い
て

◦
緊
急
小
口
資
金
と
総
合
支
援
資
金
に

つ
い
て

ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

伊藤 房代 議員

旭一中の普通教室に設置したエアコン

ＱＲコードからアクセス！
一般質問の内容をもっと知りたいという方は、スマートフォンやタブレット端末で質問議員の
ＱＲコードを読み取ると、一般質問の録画映像をご覧いただけます。
※動画の再生には大量のデータ通信を行うため、Ｗｉ-Ｆｉ環境でのご利用を推奨します。

12月２日（水）、３日（木）の予定です。
12月定例会の一般質問は

一般質問の内容を
もっと知りたい方は
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
は
、
第
２
波
以
降
、
減
少
に
転

じ
た
も
の
の
、
足
元
で
新
規
感
染

者
数
の
減
少
は
鈍
化
し
、
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
す
。
自
ら
の
感

染
リ
ス
ク
と
厳
し
い
環
境
の
中
で

働
い
て
い
る
医
療
従
事
者
や
介
護

従
事
者
の
方
に
は
改
め
て
敬
意
と

感
謝
を
表
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
は
本
市
の
経
済
に

も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
飲
食
店
や
観
光
業
を
は

じ
め
、
懸
命
に
コ
ロ
ナ
と
闘
う
皆

様
の
努
力
が
一
刻
も
早
く
報
わ
れ

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
未
だ
収
束
の
見
通
し
が
立
た
な

い
中
、
私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
と
共
に

生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
、

い
か
に
市
民
の
皆
様
の
生
活
を
安

定
さ
せ
る
か
、
行
政
と
議
会
で

し
っ
か
り
と
議
論
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
委
員　

桐
文
夫
）

あなたの写真で
議会だよりの表紙を飾ろう

●募集する写真
旭市内で撮影された人物、風景、学校や地域の行事など
●応募資格　　
市内在住または通勤・通学の方
●応募方法
件名を「あさひ議会だより表紙写真応募」とし、撮影場所・
撮影日・住所・氏名・電話番号を明記の上、電子メールで
応募してください。
応募先メールアドレス：giji@city.asahi.lg.jp
●応募の締め切り
令和３年２月12日（金）まで
●選考
議会だより編集委員会で選考を行い決定します。
選考結果の通知は採用作品の応募者にのみ、旭市議会事務
局よりご連絡いたします。

●応募上の注意
◦応募は１人につき２点までとします。
◦写真は応募者自身が撮影した、未発表のものに限ります。
◦被写体に人物又は個人の所有物が入る場合は、応募に関
して必ず被写体ご本人、未成年の場合は保護者、又は所
有者の承諾を得てください（写真に関する著作権、肖像
権等に関する責任はすべて応募者に帰属し、旭市議会で
は一切負わないものとします）。
◦無償で旭市議会が使用することを許諾するものに限りま
す。
◦メールサーバーの環境上、写真の容量は７MBまでの
データを送信してください。
◦紙面サイズの都合により、写真にトリミング等の加工を
する場合があります。

市議会では年４回（６月、９月、12月、３月）議会だよりを
発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれる議会だよりにするため、議会だより
表紙写真を募集します。

表紙の写真を募集
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